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全 米黒人 地位 向上 協会(NAACP)の 指 導 者

た ちから栄誉を受 ける ヒンク レー大管長 。
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言葉ではな く模範 によって子供たちを

訓練 し,優 しくしつ け,祈 りの気持 ち

で子供 たちを助 ける責任 があ ります。

天にお られる神 が意図 していらっしゃ

る家族 は社会 の基本 となる単位 です。

神 は,ひ とり親で,多 くの場合 に貧 し

い状態に置かれている母親のもとに子

供 たちが生 まれ,育 て られるような状

態を家族に求めてお られるので はあ り

ません。神が定め られた家族 は,そ れ

ぞれの家庭 に父親が大黒柱 として立つ

家族です。｣

ヒ ンクレー大管長 はまた,家 族の祈

りの必要性 について語 った。｢妻 と子供

たちとともにひざまずいている父親は,

家 族 に対 して驚 くべ きことを成 し遂 げ

ます。……偉大な力 を持つ御方の前 に

ひざまず くとい う行為はわたしたちが

その御方の助けを必要 としてい るこ と

を自覚することです。家族がお互いの

前 で,生 きていることにつ いて,健 康

と強さを与 えられていること,ま た家

族を与え られていることについて主 に

感謝することに よって,一 人一人にす

ばらしい影響 を与 えることができます。

貧 しい人 々,助 け を必 要 と してい る

人々,不 幸 な人々を全能者 の前で思 い

起 こす ことによって,子 供 たちにかけ

がえのない影響 を与 えることがで きま

す。それは子供 たちの心に,利 己心 を

捨 てることと,人 々に関心 を持つこ と

を教 え,苦 しんでい る人々を助けて祝

福 をもた らそ うとす る気持 ちを植 え付

けるのです。｣

ヒ ンク レー大管長が話 を終 える と,

会 衆は立ち上がって拍手を送 った。 ま

た,全 米黒人地位向上協会か ら功労賞

を授与 された ときにも再び大 きな拍手

が起こった。

オ八イオ州コロンバス

4月25日 土 曜i日,オ ハイオ州 コロンバ

スに集 まった約7,000人 の会員たちを前

にして ヒンクレー大管長はこの ように

語った。｢愛 する兄弟姉妹の皆 さん,主

はわた したちに非常 に多 くのことを期

待 しておられ ます。主は教会の初期 の

時代か ら,聖 徒 に多 くの期待 を寄せ て
き ょ う

こられました。わたしは今 日オハイオ

を訪れて,こ こからさほ ど遠 くない所

にあるカー トラ ン ドの時代 につ いて,

また教会の初期の時代につ いて,さ ら

には当時の人々に求め られた様々な事

マジソ ンス クウェアガー デンの 電光掲示板 に

表示 された教会の 大会案内。

写真/カ ー･リ ヨン･プ ーン

柄 につ いて考えていました。お もに経

済的な事柄 によるもので したが,カ ー

トラン ドにおいて人々はふ るいにかけ

られま した。それは聖徒 たちに大 きな

影響 を与 えま した。忠実 だった人々,

ま ことを尽 くした人々,患 誠 を尽 くし

た人々は預言者 ジ ョセ ブ･ス ミスのも

とに とどま りま した。そうでなかった

人々は次第に離 れてい きま した。聖徒

たちがふ るいにか けられるとい う工程

は初期の時代 だけで終わったわけでは

あ りません。それ は今後 も続け られ る

ことで しょう。この民 に寄せ られてい

る大 きな期待 は今後 とも薄れる ことは

ないで しょう。｣

家 族 関係の在 り方に話の多 くの時 間

を費や した ヒンクレー大管長はその 中

でこのように語った。｢教 会員の家庭 に

さえ,不 親切,思 いや りの ない言葉,

しん らつな思い,憎 しみが はびこって

い ます。わた した ちはこれ らについて

絶えず警告 してきました。わた した ち

は今 こそ生活態度 を改め,夫 婦 として,

聖徒の道/1998年9月 号

z

父親 として,親 として,子 供 としての

責任 を正 しく果たす よう悔 い改めなけ

れ ばな りません。家族 は神 によって造

られた ものです。 それ は社会の基本 と

なる単位 です。ほかのすべ ての ものは

家族の上 に築かれてい ます。家族が崩
.
壊 すれば,国 家 も崩壊 します。わた し

はこのことにい ささかの疑 問も抱いて

い ませ ん。教会は皆 さんが家族関係 の

改善に果 たす役割 について大 きな期待

を寄せています。｣

ヒ ンクレー大管長 はオハ イオ州 コロ

ンバスに新 しく小規模の神殿が建設さ

れることを発表 して説教を終えた。

ニ ュ ー ヨー ク･シ テ ィ ー

4月26日 日曜日,ニ ューヨーク･シ テ

ィーのマディソ ンスクウェアガーデ ン

に集まった約2万 人の出席者を前にした

ヒンク レー大管長 は,会 員 たちが教会

か ら｢大 きな期待｣を 寄せ られている

こ とを改め て確認 した。 その一つ が,

信 仰 と祈 りによって強い家族 を築 くこ
.とである

。

大管長 はまた,現 代 の啓示 について

も強調 している。｢一 般的に言えば,キ

リス ト教徒,ま たユ ダヤ教 とイスラム

教 を奉 じている兄弟姉妹 は,い に しえ
み たま

の預言者 たちが聖 なる御霊 に感 じて語

った啓示 の言葉 については敬意 を払 っ

ています｣と 大管長は語った。｢こ れ ら

の預言者が語 った時代 の社会はそれほ

ど複雑 ではあ りませんで した。社会の

仕組みは比較 的単純で した。当時の社

会 に啓示が必要だ った とすれば,わ た

したちが現在生 きているような高度に

複雑化 し,困 難 な時代 には もっ と啓示

が必要 なのではないで しょうか。 もし

'卿
恥 鵜

騨

噌

ニ ューヨー クにお いて実業家 ,報 道関係者,

外交官 と歓談する ヒンク レー大管長夫妻 と

教会の指導者 。
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ミズーり州 との新たな架け橋となった展覧会

｢母 ズーリ州でのモルモンの足跡を
､た どる記念展｣の 開催に当た り,

七 十人のヒュー･W･ピ ノ ック長老 と

ミズー リ州メル･カ ーナハ ン知事 によ

りテープカッ トが行われた。展覧会は

教会員 とミズー リ州の市民,ま た指導

者 とが友情 と理解 を深める良い機会 と

なった。 開会式典 は4月24日,ジ ェフ

ァーソン･シ テ ィーにある州議会議事

堂の建物で行われた。

1830年 代 に教会が受 けた迫害,特 に

それが頂点に達 したとも言 える1838年

に リルバー ン･W･ボ ッグズ知事 によ

って発令 された,す べ てのモルモ ンは

州か ら立ち退 かなければ殺 されるとし
ぼくめつ

た撲滅令 とは対照的に,カ ーナハ ン知

事から温かい歓迎を受けた。

カーナハ ン知事 は開会式典に出席 し

た1,200人 の聴衆 を前に,教 会員の ミズ

ー リ州への来訪 を歓迎 した。｢ピ ノッ

ク長老,わ た したちは過去の歴 史を変

えることはで きません。 しか し,現 在

のわた したちにできることを行ってい

くことはで きます。 昨年 の5月,セ ン

トルイスに建て られた美 しい神殿のオ

ープンハウスに来 られた ピノ ック長老

と教会の皆 さん を歓迎で き,大 変 うれ
きょ う

しく思いま した。今 日は,皆 さんをミ

ズー リ州議 会議事堂の席 にお迎 えして

い ます。 ピノック長老 とご友人の皆 さ

ん,そ してすべての教会員の方 々に,

心 か らの歓迎 の意を表 したい と思い ま

す。｣

ピノ ック長老 は,州 内で起 こった教

会歴史 の多 くの 出来事 を挙 げなが ら,

1831年 以 降の教会 とミズーリ州 とのか

かわ りについて話 した。1838年 に 出さ

れた撲滅令 は,1976年,当 時の クリス

トファー･S･ボ ン ド知事 によって公

式に撤廃された ことにも触 れた。 ピノ

ック長老 は続 けて次 の ように語 った。

｢し か し,少 な くともその100年 以 上前

に,こ の地 の人々はその撲滅令 を心 の

中で撤廃 してい ました。 ミズー リ州は

これまでずっと,教 会員に とって温か

く,す ばらしい土地で した。｣
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ミズー リ州議会議事堂 における開会式典 に出席 した ミズー リ州のメル･カ ーナ ハン知事,

州監 査役のマー ガ レッ ト･B･ケ リー氏,ビ ュー･W･ピ ノック長老,

ケ ネス･ジ ョンソン長 老,リ ン･G･ロ ビンズ長老 。
写真/ジ ム･シ ャーマン

ピノック長老 は,七 十人で北 アメリ

カ中央 地域 会長会 第一副会 長の ケ ネ

ス･ジ ョンソ ン長老お よび第二副会長

の リン･G･ロ ビ ンズ長老 とともに,

カーナハ ン知事 とジー ン夫人 に,5巻

にも及ぶ彼 らの家族歴史を贈呈 した。

カンザ スシティ地域 の40以 上のワー

ド/支 部の会員で構成す る100人 のハ

ー ト･オ ブ･ア メリカ･モ ルモ ン聖歌

隊が式典 に音楽を添 え,ブ ラスバ ン ド

の伴奏に合わせて賛美歌やアメリカ愛

唱歌の数々を披露 した。

展示の絵の制作 を依頼 された画家の

リズ･レ モ ン･ス ウィン ドル氏 とグ レ

ン･S･ホ プキ ンソン氏 も出席 した。

2年 前,当 時 ミズー リ･カ ンザス シ

ティステーク,ク リントン支部の支部

長であ ったマーテ ィン･ク ーパ ー兄弟

は,州 議会議事堂の観光 ガイ ドが,そ

うとは知 らず に教会について誤 った情

報 を人 々に伝 えてい るの を耳 にした。

ガイ ドの一人から,ツ アーの内容 は10

年 間変 わっていない ことを聞いたクー

パー兄弟は,何 とか しなければ と考 え

た。それか ら2年 間にわた る彼の尽力

は,州 中の多 くの会員の賛 同を得 て今

回の初の展覧会 として結実 した。

展示 の内容 は以下 の8枚 のパ ネルか

ら成 り,絵 と文章 によって ミズー リ州

における教会歴史を説明 し,地 図でモ

ルモ ンの移住の足跡を示 している。

聖徒の道/1998年9月 号

4

●｢モ ルモ ンの ミズー リ州へ の移住｣

州 にお ける教会 の初 期の 時代 につい

て。

g｢未 解決の争いによって,友 と敵が

明 らかになる｣違 いや不理解が教 会員

と一部の ミズー リ住民 との間 に争いを

生 んだ こ と,ま たほか の ミズ ー リの

人々は同情的であったことについて。

●｢我 らの郡｣1836年 につ くられたコ

ール ドウェル郡について。 ここにおい

て会員たちは約2年 間平和に暮 らした。

●｢大 きな試練の時｣撲 滅令 とリバテ

ィーの監獄 での出来事 について。

●｢出 ノーブー｣会 員たちによるイリ

ノイ州 ノーブーの町の建設 と預言者 ジ

ョセブ･ス ミスと兄ハ イラムの殉教に

ついて。

●｢移 住 して来た会員 たちの集合｣会

員たちの西部への移住について。

●｢モ ルモ ンの家族 と堅持 して きた価
こんにち

値観｣教 会員が今 日ミズー リで行 って

い る事柄 について。現在州内 には4万

4,000人 の 会員 が居住 し,158の ワー

ド/支 部がある。 また,ミ ズー リ州セ

ン トルイス神殿がある。

●｢キ リス トへ の信仰 によって支えら

れた人々｣回 復 された福音 とイエス･

キ リス トの教 えに固 くつ く民である末

日聖徒 について。□
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キリストを通してあらゆる試練を克服する

る5月1日,ブ リ ガ ム･ヤ ン グ 大

去学で行われた｢女 性の大会｣の
最後 の部会で,バ ージニァ･U･ジ ェ

ンセ ン姉妹 は,忠 実な女性 はキ リス ト

によって｢何 事でもすることがで きる｣

と学んで きた(ピ リピ4:13),と 述 べた。

中央扶助協会の第一副会長であるジ

ェンセン姉妹 は,自 宅の裏庭 にある広

いロ ックガーデ ンに関連 させ,次 のよ

うに表現 した。｢姉 妹の皆 さん,わ た し

たちは様々な大 きさの岩で埋 め尽 くさ

れた世界に住 んでいます。現世 は神の

計画によ り,信 仰を試す場,ま た永遠

の進歩の中の きわめて重要な段階 とし

て,そ の ように創造されたのです。現

世での最 も大 きな課題の一つは,キ リ

ス トの恵み と慈悲によ り,そ れぞれの

岩 を登 ることがで きる,つ まり遭遇す

るどの試練 も克服で きると知ることで

す。｣

試 練の中には自ら選んだもの もあ り,

例 として,母 親としての試練,そ して

独身の人の職業 に関する問題な どを挙

げた。

ジェンセ ン姉妹 はさらに続けた。｢現

世で はまた,時 として 自らの選択 によ

らぬ岩 を登 る機会 に遭遇す るとい う現

実 も存在 します。その ような岩に登れ

ば,手 やひざは擦 りむけ,血 が出て し
あつ

まい ます。信仰 が篤 く,什 分の一を納

め,神 殿 に参入 し,聖 文を読み,ホ ー

ムメー キ ングに協 力 し,家 庭 訪問 を

100%達 成 している末 日聖徒 の女性であ

って も,そ の ような岩に登 らなくては

ならない場合があ ります。｣

またジェンセ ン姉妹は,そ の ような

試 しとして,愛 する者 を失 うことな ど

が挙げられる,と 説明 した。

そ して聴衆 に,イ エス･キ リス トの

教 えやた とえを学ぶように勧めた。｢イ

エス･キ リス トの教 えやた とえは,洗

練 された形 で簡潔な指示 を与 えてい ま

す。それ らは山登 りをす る道具 と対比
へいたん

することができます。……道が平坦な

ときと同様 に,険 しい岩だ らけの道 を

歩かな くてはならない ときに,つ ま り

この現世での旅で経験す る試 しのとき

に,『 新約聖書』からこれ ら道具一式 を

取 り出し,霊 的なリュ ックサ ックに入

れて持ち歩 くことがで きます。｣

ジ ェンセ ン姉妹は,こ れ らの道具 に

ついて幾つか説明 した。

●神の平安 を求める。｢神 の平安はこ

の世の平安に勝 ります。それは突然変

化する事柄に基づいていないからです。｣

●主 を信頼する。｢御 自分の姿に似せ

てわた した ちを形作 ることを望 まれて

い る神 を覚 え信頼す ることで,人 生 で

遭遇する障害 を乗 り越 える勇気 と昇栄

の約束 を得ることができます。｣
ゆる

●敵 を赦す。｢赦 しは心 を和 らげ,わ

たしたちを過去 か ら開放 して現在 に目

を注がせる,清 めの行いです。現在 こ

そ,行 動を起 こせ る唯一の時なのです｣

●感謝をする。｢自 分の人生の中の美

しいものを探 し求め,見 いだ し,真 心

か ら感謝をささげることで,霊 が鼓舞

され,心 機一転することがで きます。｣

●わたしの子羊 を養 う。｢も し忘却の

幕を取 り去ることができ,前 世 におい

て 自分が何者 であったか をかすか にで

も知ることがで きた とすれば,以 前 に

も増 して,キ リス トが知 ってお られ る

わた したち 自身を知 るこ とがで きるで

しょう。｣

『チャーチニューズ』(ChurGhNews)紙 の厚意

により,1998年5月16日 付の記事より掲載。

ヘイルズ長老,規 則に従うことによって

災いを避けるよう独身会員に勧告する

サ ラ･ジ ェー ン･ウ ィ ー パ ー

教会 教育 部主催 の ファイ ヤサイ ドの 開会 に先

立 って末 日聖徒 従軍 聖職者 ステ ィー ブ ン･メ

リル を歓迎する ロバー ト･D･ヘ イ ルズ長老 。

写真/ダ ン･ド レッサー

会教育部主催のファイヤサイ ドに

教出席 したロバー ト･D･ヘ イルズ

長老はこう語った。｢飛 行機のパイロッ

トが飛行 中の事故を避けるためには一

定の規則 に従わなければな らないの と

同じように,教 会員が人生において災い

を避けるために理解 し,守 らなければな

らない律法 と儀式 と聖約があ ります。｣

5月3日,ア メリカ合衆国空軍士官学

校礼拝堂において,か つては空軍のパ

イロッ トであった十二使徒定員会会員

のヘ イルズ長老は士官候補生 を前 にし

てこのように語 った。｢聖 霊から受ける

警告 に注意を払わなかった り,意 図的

聖徒の道/1998年9月 号
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に無視 した りする と,わ た したちは航

路 を外 れた飛行機 のように,目 標地点

に到達するまでに墜落 して しまうこと

でしょう。｣

教会教育部が主催 したファイヤサイド

の模様はアメリカ合衆国とカナダ各地に

集 まった10万 人以上 の独身会員 に中継

された。ファイヤサイ ドでは空軍士官

候補生聖歌隊 によるコー ラスが披露さ

れた。教会教育部が教会所有 の建物以

外の会場で行 われたフ ァイヤサイ ドを

中継放送す るのはこれが初めてである。

ヘイルズ長老 は話の中で,｢憲 法が規

定す る自由権す なわち言論の 自由,信
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r分かち合いの時間のためのアイデ乃 追加分1998年9月

下は,初 等協会の指導者が｢聖

以徒の道』1998年9月 号 に掲載 の,
｢分 かち合いの時間｣と ともに使用で

きる,｢分 かち合いの時間のための ア

イデァ｣追 加分である。 これ らのアイ

デアに対応する レッス ン,指 示,活 動

は,こ の 号 の｢こ どもの ペ ー ジ｣,

12-13ペ ー ジの｢い の り｣を 参照す る。

1.子 供 たちにヤコブの手 紙1:5を

暗記 させ るため に,5人 の子供 たちに

聖句 の各 部分 を示 す 物 を持 たせ る。

｢あ なたがたの うち,知 恵 に不足 して

いる者 があれば,(大 きな疑問符)/

そ の人は,と がめもせずに(し か らな

いことを示す絵一一だれかに向け られ

た人差 し指 に,× 印が付いてい る絵 な

ど)/惜 しみ なくすべての人に与える

神に(両 手 で何かを差 し出す絵や,キ

リス トの像の絵)/願 い求めるが よい。

(祈 っている人 の絵)/そ うすれ ば,

与 え られるであろ う。(｢知 恵｣と 書か

れ た贈 り物の絵)｣こ れ らの物 を使 っ

て子供 たちが聖句を言 いやすいように

し,繰 り返すご とに,ヒ ン トを一つず

つ減らしてい く。

2.ダ ニエ ルの物語 を話 し,彼 が祈

りの大切 さを理解 していたことを強調

す る(ダ ニエル6章 参照)。 教会付属図

書館や,『 福 音の視覚資料セ ッ ト』の

絵 を使 う。子供たちが誘惑を避けた り,

正 義 を選んだ りす るうえで勇気 を必要

とす る状 況 を示 した絵 を用 意す る。

(例 転校生 をか らか う,お 金 を払

わずにお菓子を取る,悪 い言葉を使 う,

テ ス トでカンニ ングをする,人 のお も

ちゃを壊す など)何 人かの子供たちに

絵 を選ばせ,現 代 のダニエルだったら,

そ のような状況にあって どうす るかを

話させ る。

3.モ ーセ が主 を呼 び求 めた と き,

大 きな力 と知恵 を受 けた ことを説明す

る(モ ーセ1章 参照)。 彼は世界 と神 の

創造の業を 目にした。仲間探 しゲーム

をして,モ ーセの見 たものについての

ヒントを与える。次の言葉 を黒板 に書

く。木,花,動 物,鳥,水 のあ る所。

子供たちにそれぞれの仲 間を挙げさせ,

黒板 に書 く。時 間の許すか ぎり,多 く

の事柄 について仲間探 しをさせる。鏡

を手に持 って見せ,モ ーセが見た中で

最 も大切 なのはわた したち一人一人で

あるこ とを話す。神が世界 とそ こにあ

るすべ ての ものを造 られた理由がモー

セ1:39に 書 か れて いるので,そ れを

子供た ちに読 んで聞かせ,説 明す る。

｢天 のお父様の愛｣(『 子供の歌集』16)

を歌 う。

4.以 下 の物 を用意 し,大 きな袋 に

入れてお く。(1)弓 矢 と｢エ ノス｣と

書かれ た紙,(2)｢父 の言葉｣と 書 か

れた紙,(3)大 きな真っ赤な太陽の絵,

(4)黒 か紺の紙 に描かれた月 と星の絵,
ゆる

(5)｢罪 は 赦 された｣と 書 かれ た紙,

(6)キ リス トの絵,(7)｢ニ ー ファイ

人｣と 書 かれた紙,(8)｢レ ー マ ン人｣

と書か れた紙(9)金 版 の絵か模 型,

あ るいは 『モルモ ン書』。子供 たちに

｢人 は どんな ときに長い時間お祈 りす

るで しょう｣と 質問す る。聖典 に書か

れてい る中で最 も長い祈 りの一つ につ

いて教 えるので,9人 の人に手伝 って

ほ しい と話す。9人 に袋の中の物 を一

つずつ取 らせ,横 に並 んで立つように

言 う。聖典の物語 を読むのに合わせて,

9人 がそれに合 った絵や物 を見せて く

れ ることを説明す る。9人 の子供た ち

に,自 分の持 つ物 に関係す る部分が読

まれた ら,一 歩前 に出るように言 う。

エノス1:1-16を 読む。まとめ として,

9人 の子供たちの持つ物 を使 って,エ

ノスのキリス トへ の信仰 によって彼 の

罪 は赦 されたこ と,彼 はニーファイ人

とレーマン人のために祈 ったこと,ま

た記録が残 されたことを示す。

5.成 人会員の一人 にリムハ イの民

の物語(モ ーサヤ21-22章 参 照)を 話

して くれるように,も う一人にアルマ

の民の物語(モ ーサヤ24章 参照)を 話

聖徒の道/]998年9月 号

8

して くれ るように依頼 してお く。初等

協会 を二つのグループに分け,二 人 に

それぞれ どち らかのグループに物語 を

話 してもらう。人 々が熱心 に祈ったに

もかかわ らず,そ の祈 りがこたえ られ

るまでには時間がかかったことを強調

して もらう。子供 たちの中か ら代表 を

選んで(そ れぞれ のグループか ら3人

くらいずつ選ぶ)前 に座 らせ る。黒板

に｢リ ムハイの民｣,｢ア ル マの民｣と

書 く。あ らか じめ準備 したヒン トを順

不同 に出す。 リムハイのグループ

(1)レ ーマ ン人 と戦って3回 負けた(2)

神 に叫び求めた(3)主 は レーマ ン人の

心 を和 らげ,彼 らの重荷 を軽 くされた

(4)ア ン モ ンが来 て,福 音 を教 えた

･(5)ギ デ オ ンが ,見 張 りの兵 にぶ どう

酒を納めることを王 に勧めた(6)人 々

は夜,秘 密の道 を通 って逃げ出 した。

アルマのグループ(1)人 々 は神に

叫び求めた(2)祈 る人はだれで も命を

ね らわれた(3)人 々は心の中で祈 った

(4)主 は彼 らの重荷を軽 くして くだ さ

った(5)ノ ア王の邪悪な祭司が人々を

治める(6)主 は 人々に準備をするよう

に警告 し,見 張 りたちを深 く眠 らせ ら

れた。子供たちにヒン トを読ませ,代

表たちにその ヒントは どちらの物語 に

関するものかを答 えさせ る。 ヒン トを

当てはまる方にはる。両方の物語 に当

てはまるもの もあるので,そ の場合 は

二つの中間にはる。最後 に,子 供 たち

にこの物語 をどのように自分たちの生

活に応用できるかを尋ねる。

6.関 連 するそのほかの資料 として

それぞれ,｢こ どものページ｣の 以下の

記事 を参照する。｢主 の風｣『 聖徒の道』

1998年3月 号,16;｢よ く思いはか り,

い のることにより,正 しいことをえ ら

ぶ｣『 聖徒 の道』1997年6月 号,8-9;

｢何 度 もいの りなさい｣『 聖徒 の道』

1997年3月 号,2-3;｢ほ か の人のた

めに祈 る｣『 聖徒 の道』1996年8月 号,

14-15aC
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騨鐸雛;

82年 の こ と で す 。 祖 母 の 一 周 忌

19 で帰省 してみると,父 の工場が
火災で全焼 していま した。帰 り着いた

とき火はすで に消 えてい ましたが,辺

りには熱が残 り,鉄 骨は曲が り,火 の

恐ろしさを見せつ けるかのようにわた

しを迎えました。

出火時に持ち出せた ものはほとん ど

な く,た だ,焼 け焦 げた1冊 のアルバ

ムが よけてあ りま した。そのときはア

ルバムに先祖 のメ ッセージがある とは

思って もみ ませ んで した。家の ことを

思うと,ほ かのことを考える余裕 など

なかったのです。兄 とわた しは父を励

ます ことで 自分自身を も励 ましていま

した。

そんな中で,か ねてよ り帰省 の折 に

出 してこようと考 えていた1通 の除籍

謄本 を取 りに,翌 日,町 役場へ出かけ

ました。 ところが尋ねると,そ の謄本

の保管期間が過 ぎているので出せない,

との返事でがっか りしました。

当時わた しはまだ教会員 にな りたて

でした。7か 月後 に神殿 で,こ の世か

ら永遠 にわたって夫婦･家 族 としての

｢結 び固め｣を 受 けるのを心待 ち にし

ていたのです。そ してそれ に先立 ち,

先祖 の救いのために調べ られる限 りの

故人の名前を神殿に提 出しようとして

い ました。必要な資料 を取 り寄せ,ま

ずは父,母 それぞれの4代 家族歴 史が

目標 で したが,そ れにはその残 り1通

分の除籍謄本が必要 だったのです。 し

か し｢出 せ ない｣と の結果に,家 族歴

史探求へ の思い までが止 まってしまっ

たかのようでした。

月 日は過 ぎ,改 宗1年 目を迎 えたわ

た したち家族 は,東 京神殿 で結び固め

の儀式を受 けました。神殿 には真理に
きよ

添った聖 さが満ちていました。その後,

兄弟姉妹 の温 かい見守 りの中で4年 間

一 癖 じ磁 一

鍵

焼け焦し,実謄本
先祖からゆだねられた家族歴史の業

富山地方部 地方部長

柴田 昇

それか らさ らに6年 が過 ぎたあ る日,

父 の家で,小 さな空 き箱 に残 されてい

る,一 部が焼 け焦げた古い写真 を見つ

けま した。無性 にアルバ ムに収 めた く

な り整理 し始めた とき,箱 の中に写真

と混 じって1通 の焦 げた謄 本が入って

いるのに気づ きました。薄汚れて用 も

なさない と思い なが らも,捨 てるに忍

びな く近 くのタンスの上 に置 いてその

ままになってしまい ました。

それか ら1年 が過 ぎようとす るころ

です。10年 前か ら断ち切 るこ とがで き

なか った｢あ の謄本があれば｣と の未

練 を,よ うや くあ きらめて,ほ かの方

法で調べ ようと祈 り願っているところ

でした。あるとき何 げな く例の タンス

の上の謄本 を手に し,初 めて じっ くり

読み始め たのです。｢信 じられ ない。｣

そ の思いが しば らく頭 と心か らこだま

してやみませんで した。

聖徒の道/1998年9月 号
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以前 より求めていた謄本 その ものだっ

たか らです。今 となってはだれが取 っ

たのかも分か りませんが,わ た しの改

宗す る6年 も前 に出 して くれていたので

す。感激の出会いでした。

焼 け跡か ら拾 われて11年,何 回 も接

していたのに……わた しのもとにゆだ

ね られていたに もかかわ らず,ほ んと

うに必要 と思 って主に心か ら頼 り求め

るまで与えては くだ さらなかったので

す。 この経験 は苦い教訓 として心 に刻

まれました。先祖たちは,救 い主の計

らいにだれ も不安はなか ったで しょう

が,わ た しのような頼 りない者 に託 し

て一体いつ になった らと思っていた こ

とで しょう。心か らわびる思いでした。

これか らも時間や空 問を超えてすべて

の人類 に救 いが もた らされる ように,

主 の業の良 き助け手 として働 きたい と

願 っています。(し ばた･の ぼる)
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勇が家 にいたい と言 ったので息 を引 き

取るまで家 で看病 しました。お兄ちゃ

んやお姉ちゃんの友達 も多かったので,

い ろいろな人が来て くれて,遊 んだ り

マ ッサージをした りとよ くしてもらい

ました。勇 の余命が分か らないと知っ

た次女は,1年 半 の伝道 を繰 り上げて

帰還 し,看 病 をしま した。昼間はわた

しと娘がつ きっ切 りで,夜 にな り学校

や仕事か ら家族がそれぞれ帰って来る

と,勇 の周 りに集まってマ ッサ ージを

した り話を した りしました。教会の友

達 もしょっちゅう来て くれま した。わ

た しが,こ の世の命が取 り上げ られて

もいいの?と 尋ねると｢う ん,そ れは

それで しょうが ない と思 う｣と 答 え,
みこころ

御心 を受け入れられ.るように というお

祈 りを毎 日してい ました。

勇 は次第に体 も動かせず,目 も耳 も

不自由になって きま した。体 は鉛みた

いに重いはずだ と先生がおっ しゃい ま

した。それでも勇 との日々はわた しに

とって楽 しい思い出ばか りなのです。

発病する以前,勇 はボーイソプラノの

きれい な声 でしたので,頼 まれていろ

いろな所で歌 ったこ と。それか らセ ミ

ナ リー グラ ンプリに車いすで出席 した
あんしゅ

こと,神 殿 で身代 わ りの按手 を受けた
あかしかい

こと。 また証会で証 した り,祭 司に も

聖任 されま した。神殿 には,本 人の希

望で治療 中の95年 か ら96年 の 間 に2回

ほ ど行 きました。勇 にとって,元 気 な

ころに毎月入 っていた神殿 は行 って当

た り前の所だったのです。

また保育園の保母 をしている三女 が

クリスマスに劇 をす るために何かアイ

デアが ないか と言 っ

.㌧ 蟷
,..曝 饗

診..･

藍鑓..ド噌

,〆 匪

勇兄弟が作ったお話の絵本

建
し た 。96年12月 ℃.b.憎...･璽､タ

㌦...b.

の ことです。 そのお

話 の劇が上演 された日,勇

は,サ ンタクロースの服 を着 て保

育 園へ行ってクッキーを一人一 人に手

渡 しました。防衛医大病院 にもお世話

になったので回 りま した。ああい う体

で も勇に伝道 をさせ てや りたい と思っ

ていま したから。

退院 して家 に帰って来て,最 後 には

自分で体 を支 えられな くな り話がで き

な くなってか らも,勇 は,い つ も寝息

を立て るまで家族みんなのそばにい ま

した。

信仰の模範

そ うして家族に見守 られなが ら息 を

引 き取ったのです。その とき,勇 はほ

んとうに霊界へ行ったとみんなが感 じ

ました。1997年2月,16歳 で した。
ひつぎ

我が家で勇の遺体 を棺 に入れるとき,

わ たしには,霊 体 の勇が遺体 のそばに

にこに こ笑 って立っている姿が見え ま

した。亡 くなる前 は顔面の筋 肉が麻痺

して表情 を作れなかったので,そ の笑

顔 はわた しに とって強い慰 めで した。

監督の手引 きに,助 か るな ら治療 して

よいが,治 らないなら死は祝福である

と書いてあ ります。神様の もとは楽 し

い所,だ か ら悲 しむ ことはない,と

知 りました。

わた しの家族か らは今,4人 伝道

1醐:b に出 ているとい う感 じです
。家

点｣..

族で祈 るとき,勇 も霊界で神様

の助 けを受 けて伝道で きるよう

にとお願い しています。勇は祭

司になってその週に亡 くなりま

したが,神 殿 に問い合わせる と

す ぐに儀 式が で きる とい うの

で,伝 道 に行 く直前の長男が

身代 わ りのエ ンダウメン トを受 け

=趣

臼..丁

,漉 に＼.ぞ㍉.…

団グ冠宮
.～
.1。'

㎎　 .堺
.騰　 ..,荊 錨

　ド　ら

ま した。エ ン 』ご.

ダ ウメ ン トの部屋 に座 っ

ているときに,勇 が来ていることを強

く感 じました。 日の栄 えの部屋へ入 る

ときも,勇 がついて来 てい る,こ こに

いる,と 娘 もわた しも強 く感 じたので

す。勇が もう長 くないと分かってか ら,

救 いの計画がよ り具体 的に分か りまし

た。普通で した ら寂 しいとい う気持 ち

,もあるで しょうが,死 ぬときまではっ
まっと

きりと信仰を全 うして勇 に会 うとい う

希望 を持つ ようにな りま した。疑い は

まった くな くて,き っ と会えるんだ と

い う気 持ちが家族みん なにあ ります。

勇 は家族にとって信仰の模範なのです。

家族歴史がつなぐ家族のきずな

勇が亡 くなってか ら家族歴史 をやろ

うと思 っていたとき,夢 に先祖 たちが

白い衣 を着て出て来ま した。周 りが京

都 の風景だっ たので京都の先祖 だと分

か りました。 白い服の人がみんな恐い

顔 をして鎖のある所 を一列 に歩 いてい

ま した。話 しかけて もだれ も聞いて く

れないのでやめ ようか と思った とき,

一 人の人が｢も っ と話 しかけて くだ さ

い｣と 言いま した。

夢の意味 は分 か りませ んで したが,

早 く儀式 を受 けてほ しいとい うことだ

った ようです。謄本 のいちばん上の人

に京都府京都郡か らお嫁に来た人がい

て,詳 しいことも調べ たい と思 ってい

ま した。一時期わた したち と同 じワー

ドにお られた姉妹 の助 けで,彼 女の,

京 都の伏見 ワー ドに所属する妹 さんの

お宅にお世話になることができました。

そ こはわたしの本家か ら歩いて5分 ほ ど

石坂こ家族。後列左から長女の真理姉妹,二 女の由美姉妹,三 女の千恵姉妹,長 男の誠兄弟,

二男の勇兄弟,四 女の恵理姉妹。前列にお父さんの晃一兄弟とお母さんの春美姉妹。
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